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(百万円未満切捨て)
１．平成30年３月期の連結業績（平成29年４月１日～平成30年３月31日）
（１）連結経営成績 (％表示は対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

30年３月期 311,705 15.1 7,226 12.1 7,499 7.6 4,730 △1.0

29年３月期 270,908 △7.1 6,448 20.1 6,967 26.3 4,780 11.2
(注) 包括利益 30年３月期 5,833百万円( 20.7％) 29年３月期 4,832百万円( 113.9％)
　

１株当たり
当期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
当期純利益

自己資本
当期純利益率

総資産
経常利益率

売上高
営業利益率

円 銭 円 銭 ％ ％ ％

30年３月期 192.74 － 9.7 6.9 2.3

29年３月期 195.00 － 10.7 7.1 2.4
(参考) 持分法投資損益 30年３月期 254百万円 29年３月期 170百万円
　

　

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

30年３月期 119,118 51,153 42.9 2,079.84

29年３月期 97,983 46,343 47.2 1,887.37
(参考) 自己資本 30年３月期 51,076百万円 29年３月期 46,269百万円
　

　

（３）連結キャッシュ・フローの状況
営業活動による

キャッシュ・フロー
投資活動による

キャッシュ・フロー
財務活動による

キャッシュ・フロー
現金及び現金同等物

期末残高
百万円 百万円 百万円 百万円

30年３月期 6,653 821 △2,352 14,776

29年３月期 625 58 △1,363 9,493
　

　

　

２．配当の状況

年間配当金 配当金総額
(合計)

配当性向
(連結)

純資産
配当率
(連結)第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％

29年３月期 － 18.00 － 22.00 40.00 980 20.5 2.2

30年３月期 － 23.00 － 36.00 59.00 1,448 30.6 3.0

31年３月期(予想) － 26.00 － 26.00 52.00 25.0
　

（注）30年３月期期末配当の内訳 普通配当 26円00銭
　 記念配当 10円00銭

　

３．平成31年３月期の連結業績予想（平成30年４月１日～平成31年３月31日）

(％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第２四半期(累計) 160,000 10.3 3,600 4.8 3,800 7.2 2,500 7.1 101.80

通 期 340,000 9.1 7,600 5.2 8,000 6.7 5,100 7.8 207.67
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※ 注記事項

（１）期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動) ： 無

　 新規 -社 (社名) 、除外 -社 (社名)
　

　

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無
　

　

（３）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 30年３月期 25,303,478株 29年３月期 25,303,478株

② 期末自己株式数 30年３月期 745,608株 29年３月期 788,175株

③ 期中平均株式数 30年３月期 24,544,791株 29年３月期 24,515,758株
　

　

(参考) 個別業績の概要
１．平成30年３月期の個別業績（平成29年４月１日～平成30年３月31日）
（１）個別経営成績 (％表示は対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

30年３月期 165,054 △12.3 5,026 1.0 5,953 9.4 4,197 10.2

29年３月期 188,208 △6.4 4,975 21.2 5,442 15.5 3,808 △4.6
　

１株当たり
当期純利益

潜在株式調整後
１株当たり当期純利益

円 銭 円 銭

30年３月期 171.02 －

29年３月期 155.35 －
　

　

（２）個別財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

30年３月期 77,867 43,174 55.4 1,758.07

29年３月期 73,638 39,725 53.9 1,620.43

(参考) 自己資本 30年３月期 43,174百万円 29年３月期 39,725百万円
　

　

　

※ 決算短信は公認会計士又は監査法人の監査の対象外です
　

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると

判断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業
績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。
業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資料P.３「１．経営

成績等の概況（４）今後の見通し」をご覧ください。
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１．経営成績等の概況

（１）当期の経営成績の概況

① 当連結会計年度の概要

当連結会計年度におけるわが国経済は、個人消費の本格的な回復が待たれるものの、企業収益の拡大や設備投資

の増加及び雇用や所得の改善などを背景に、緩やかな回復基調が続きました。また、世界経済も先進国・新興国と

も総じて堅調に拡大しました。一方で、米国の金融・貿易政策の動向や、中東・東アジアを巡る国際的な緊張の高

まりなど不確実性をはらんでおり、先行き不透明な状況が続いております。

このような状況下、当社グループは、平成29年４月25日に中期経営計画「Chori Innovation Plan 2019」を発表

し、その諸施策を推進しております。その結果、グローバル化推進による海外収益の拡大や連結企業群の充実によ

り、当連結会計年度の売上高は、前年同期比15.1％増の3,117億５百万円、営業利益は、前年同期比12.1％増の72億

26百万円、経常利益は、前年同期比7.6％増の74億99百万円、親会社株主に帰属する当期純利益は、前年同期比1.0

％減の47億30百万円となり、中期経営計画初年度の目標計数をそれぞれ達成することができました。

　

② 事業別の状況

セグメントの業績を示すと、次のとおりであります。

（繊維事業）

当セグメントにおきましては、合繊原料及び衛材・建材分野が堅調に推移し、売上高は、前年同期比2.1％増の

1,133億49百万円となり、セグメント利益（経常利益）は、前年同期比1.5％増の34億80百万円となりました。

（化学品事業）

当セグメントにおきましては、引き続き有機化学品及び無機ファイン分野が好調に推移し、売上高は、前年同期

比16.5％増の1,422億69百万円となり、セグメント利益（経常利益）は、前年同期比24.2％増の31億32百万円となり

ました。

（機械事業）

当セグメントにおきましては、車輛事業の中南米向け出荷が好調に推移し、加えて、アフリカ・東南アジア等新

規市場の開拓が進み、売上高は、前年同期比48.6％増の560億９百万円となり、セグメント利益（経常利益）は、前

年同期比129.8％増の１億69百万円となりました。

　

　なお、５．連結財務諸表及び主な注記（５）連結財務諸表に関する注記事項 (セグメント情報等)に記載の通り、

従前、セグメント利益については、税金等調整前当期純利益を基礎に記載しておりましたが、当連結会計年度より

経常利益を基礎として記載する方法に変更しております。

　

（２）当期の財政状態の概況

資産、負債及び純資産の状況

（資産）

当連結会計年度末における総資産は、1,191億18百万円となり、前連結会計年度末に比べ211億34百万円増加しま

した。これは主に受取手形及び売掛金が97億97百万円増加、現金及び預金が54億33百万円増加、投資有価証券が25

億43百万円増加、商品及び製品が19億72百万円増加、流動資産のその他が８億95百万円増加したことによるもので

あります。

（負債）

当連結会計年度末における負債は、679億64百万円となり、前連結会計年度末に比べ163億24百万円増加しまし

た。これは主に支払手形及び買掛金が132億21百万円増加、流動負債のその他が13億91百万円増加、社債が12億64百

万円増加したことによるものであります。
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（純資産）

当連結会計年度末における純資産は、511億53百万円となり、前連結会計年度末に比べ48億10百万円増加しまし

た。これは主に親会社株主に帰属する当期純利益の計上により47億30百万円増加、その他有価証券評価差額金が９

億62百万円増加、配当金の支払により11億４百万円減少したことによるものであります。

（３）当期のキャッシュ・フローの概況

当連結会計年度末における現金及び現金同等物（以下、「資金」という）は、前連結会計年度末に比べ52億83百

万円増加し、当連結会計年度末には、147億76百万円となりました。

　当連結会計年度における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

（イ）営業活動によるキャッシュ・フロー

営業活動による資金の増加は66億53百万円（前年同期は６億25百万円の資金の増加）となりました。収入の主

な内訳は、税金等調整前当期純利益73億93百万円、仕入債務の増加額73億17百万円、支出の主な内訳は、売上債

権の増加額57億87百万円、法人税等の支払額23億５百万円によるものであります。

（ロ）投資活動によるキャッシュ・フロー

投資活動による資金の増加は８億21百万円（前年同期は58百万円の資金の増加）となりました。これは、主に

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得による収入９億95百万円によるものであります。

（ハ）財務活動によるキャッシュ・フロー

財務活動による資金の減少は23億52百万円（前年同期は13億63百万円の資金の減少）となりました。支出の主

な内訳は、配当金の支払額11億３百万円、長期借入金の返済による支出６億21百万円、短期借入金の純減少額５

億70百万円によるものであります。

（４）今後の見通し

今後のわが国経済の先行きは、企業収益や雇用・所得の改善など緩やかな回復基調にあるものの、米国の金融・

貿易政策が世界経済に与える影響や中東・東アジア情勢の動向に伴う国際的な緊張や地政学リスクは高いレベルで

継続しており、先行きは、依然として不透明であります。

このような事業環境の中、当社グル―プは平成29年４月25日に開示しました中期経営計画「Chori Innovation

Plan 2019」の諸施策を着実に推進します。

次期（平成31年３月期）の連結業績は、売上高3,400億円（前年同期比9.1％増）、営業利益76億円（前年同期比

5.2％増）、経常利益80億円（前年同期比6.7％増）、親会社株主に帰属する当期純利益51億円（前年同期比7.8％

増）と見通しております。

　

（５）利益配分に関する基本方針及び当期・次期の配当

当社は株主への利益還元を重要な経営課題の一つと位置付けており、機動的な利益還元と経営・財務の安定性確

保の観点から、親会社株主に帰属する当期純利益の水準に応じた業績連動型配当の実施を行い、中間配当と期末配

当の年２回の剰余金の配当を行うことを基本方針としております。

当社の配当の決定機関につきましては、会社法第459条第１項の規定に基づき、法令に別段の定めのある場合を除

き、株主総会の決議によらず取締役会の決議によることとしております。

また、当期の配当額につきましては、事業発展のための投資資金の確保に留意しつつ、経営環境等を総合的に勘

案し、連結配当性向25％以上として決定しております。加えて、2017年度は、当社設立70周年に伴う記念配当を実

施します。この結果、当期の期末配当金は、１株当たり36円の配当(普通配当26円、記念配当10円)を行います。こ

れにより、当期の１株当たりの年間配当金は、中間配当金23円と合わせて59円となります。
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（６）事業等のリスク

当社グループの事業その他に関するリスクについて、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性があると考えら

れる主な事項を次のとおり記載します。なお、当社グループは、これらのリスク発生の可能性を認識した上で、発

生の回避及び発生した場合の対応に努める所存であります。

　次の事項には、将来に関するものが含まれますが、当該事項は当連結会計年度末現在において判断したものであ

ります。

　

① 為替レートの変動

　当社グループは様々な通貨で取引を行っており、経営成績は為替レ－ト変動の影響を受ける可能性があります。

また、当社グループは外貨建債権債務等に係る為替変動の影響を最小限に止めるため、ヘッジ手段として為替予約

を締結しておりますが、予測を超えた為替変動が当社グループの経営成績及び財政状態に影響を与える可能性があ

ります。

② カントリーリスク

　当社グループは、海外の取引先との多くの取引に伴い、カントリーリスクがあるため、独立行政法人日本貿易保

険の貿易保険を付保することなどにより、適切にリスクヘッジしております。

　また、当社グループの海外取引に関わる営業活動は、国際的な貿易障壁・貿易紛争及び国家間における自由貿易

協定・多国間協定に起因する競合によって制約を受ける可能性があります。

　

③ 特定地域・市場への集中

　当社グループは、消費市場・製造拠点としての中国を重要な事業対象地域と位置づけ、経営資源を投入しており

ます。連結運営を基盤として、事業環境整備、事業運営の統一を図りながらリスク回避に努めております。

　しかしながら、重要な事業対象地域である中国には、人民元の変動・金融システム・企業倒産・法制の動向など

により事業活動に悪影響を及ぼす可能性があります。

　

④ 原材料価格変動にかかるリスク

　原材料価格の変動は、当社グループの取り扱っております商材の仕入れコストや製品の製造コストのみならず、

荷造費・運賃などの販売費にも影響を与え、原油価格等の変動によっては、当社グループの経営成績及び財政状態

に悪影響を与える可能性があります。

　

⑤ 不良債権発生のリスク

　当社グループの取引先で貸倒懸念のある取引先については、必要と認められる引当を計上しておりますが、予期

せぬ貸倒リスクが顕在化し、追加的な損失や引当の計上によって、当社グループの経営成績及び財政状態に悪影響

を与える可能性があります。
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２．企業集団の状況

　

当社及びグループ企業は、子会社31社・関連会社10社より構成されており、繊維事業、化学品事業、機械事業、その

他の事業を行っております。事業区分毎の主な取扱商品並びに概要図は次のとおりであります。

①事業区分及び主な取扱商品

事 業 区 分 主 な 取 扱 商 品

繊 維 化・合繊、その他の天然繊維等の綿及び原糸並びに化・合繊、その他の天然繊維等の織

物、編物及び製品並びに産業資材

化 学 品 有機化学品、無機化学品、精密化学品、医薬原料、食品・飼料添加剤、天鉱産品及び潤

滑油・燃料油添加剤

機 械 車輌、機械及び関連資材

そ の 他 事務処理受託業

②概要図
　

(注) 現地法人は、概ね複数の事業区分に属しております。

決算短信（宝印刷） 2018年04月20日 11時26分 7ページ（Tess 1.50(64) 20180315_01）



蝶理(株)(8014) 平成30年３月期 決算短信(連結)

― 6 ―

３．経営方針

（１）会社の経営の基本方針

当社グループは、2019年度を最終年度とする中期経営計画「Chori Innovation Plan 2019」（平成29年４月25日

開示）を策定いたしました。中期経営計画「Chori Innovation Plan 2019」を着実に推進し、高機能・高専門性を

基盤として、グローバルに進化・変化し続ける企業集団を実現し、更なる企業価値の増大を図ります。

（２）目標とする経営指標

当社グループは、経常利益の持続的拡大と高いROA（連結総資産経常利益率）水準を維持することを目標としてお

ります。

（３）中長期的な会社の経営戦略

中期経営計画 「Chori Innovation Plan 2019」の基本戦略である「連結経営基盤強化」、「新規開発・事業投

資、M&A」、「コーポレート・ガバナンス」、「人的基盤強化」を推進します。

① 連結経営基盤強化

「連結事業軸運営の推進」、「グローバル化の更なる加速」、「情報基盤強化・業務効率化」を通じて、連結事

業基盤の強化に取り組んでまいります。

② 新規開発・事業投資、M&A

事業投資・M&Aを通じて、事業投資型ビジネスモデルを推進し、事業範囲の拡大・収益構造の転換を図ります。

③ コーポレート・ガバナンス

「内部統制システムの強化」、「グローバルリスクマネジメント」、「CSR・IRの強化」、「配当方針の充実」を

通じて、コーポレート・ガバナンスの更なる強化を図ります。

④ 人的基盤強化

「グローバル人材の育成」、「グループ内人材の流動化」、「働き方改革」を通じて、人的基盤の強化を図りま

す。

４．会計基準の選択に関する基本的な考え方

　

当社グループは、連結財務諸表の期間比較可能性及び企業間の比較可能性を考慮し、当面は、日本基準で連結財

務諸表を作成する方針であります。

なお、今後につきましては、外国人株主比率の推移及び国内の同業他社の国際会計基準の適用動向等を踏まえ、

国際会計基準の適用について検討を進めていく方針であります。
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５．連結財務諸表及び主な注記

（１）連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成29年３月31日)

当連結会計年度
(平成30年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 9,811 15,244

関係会社預け金 500 500

受取手形及び売掛金 54,020 63,817

商品及び製品 11,495 13,468

仕掛品 22 47

原材料及び貯蔵品 4 7

未着商品 1,183 867

繰延税金資産 206 336

その他 3,644 4,540

貸倒引当金 △67 △15

流動資産合計 80,822 98,814

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 1,722 1,967

減価償却累計額 △1,049 △1,199

建物及び構築物（純額） 672 767

機械装置及び運搬具 1,195 1,447

減価償却累計額 △862 △951

機械装置及び運搬具（純額） 333 496

工具、器具及び備品 698 660

減価償却累計額 △517 △506

工具、器具及び備品（純額） 181 153

土地 1,155 1,367

リース資産 61 122

減価償却累計額 △46 △90

リース資産（純額） 15 32

有形固定資産合計 2,358 2,817

無形固定資産

のれん 2,797 3,198

その他 232 255

無形固定資産合計 3,029 3,453

投資その他の資産

投資有価証券 9,024 11,568

長期貸付金 287 227

退職給付に係る資産 33 25

繰延税金資産 574 243

その他 2,628 2,491

貸倒引当金 △774 △523

投資その他の資産合計 11,773 14,032

固定資産合計 17,161 20,303

資産合計 97,983 119,118

決算短信（宝印刷） 2018年04月20日 11時26分 9ページ（Tess 1.50(64) 20180315_01）



蝶理(株)(8014) 平成30年３月期 決算短信(連結)

― 8 ―

(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成29年３月31日)

当連結会計年度
(平成30年３月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 39,990 53,212

短期借入金 3,487 3,220

未払法人税等 1,012 1,263

賞与引当金 750 802

返品調整引当金 2 －

関係会社整理損失引当金 85 42

その他 3,585 4,976

流動負債合計 48,913 63,516

固定負債

社債 － 1,264

長期借入金 － 126

繰延税金負債 670 960

退職給付に係る負債 2,014 2,053

その他 41 43

固定負債合計 2,726 4,447

負債合計 51,640 67,964

純資産の部

株主資本

資本金 6,800 6,800

資本剰余金 1,700 1,747

利益剰余金 37,622 41,241

自己株式 △786 △744

株主資本合計 45,335 49,044

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 679 1,642

繰延ヘッジ損益 222 63

為替換算調整勘定 74 357

退職給付に係る調整累計額 △43 △31

その他の包括利益累計額合計 933 2,031

非支配株主持分 73 77

純資産合計 46,343 51,153

負債純資産合計 97,983 119,118
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（２）連結損益計算書及び連結包括利益計算書

連結損益計算書

(単位：百万円)
前連結会計年度

(自 平成28年４月１日
　至 平成29年３月31日)

当連結会計年度
(自 平成29年４月１日
　至 平成30年３月31日)

売上高 270,908 311,705

売上原価 245,759 285,304

売上総利益 25,149 26,400

販売費及び一般管理費 18,701 19,174

営業利益 6,448 7,226

営業外収益

受取利息 33 42

受取配当金 164 192

持分法による投資利益 170 254

為替差益 29 －

債務勘定整理益 167 99

雑収入 256 252

営業外収益合計 823 841

営業外費用

支払利息 55 93

手形売却損 100 117

売上割引 68 56

為替差損 － 271

雑支出 80 29

営業外費用合計 304 568

経常利益 6,967 7,499

特別利益

関係会社清算益 － 82

固定資産売却益 225 13

投資有価証券売却益 80 5

その他 － 1

特別利益合計 306 103

特別損失

投資有価証券評価損 － 193

ゴルフ会員権評価損 12 7

固定資産処分損 42 7

関係会社株式売却損 － 0

子会社移転費用 40 －

投資有価証券売却損 20 －

特別損失合計 115 209

税金等調整前当期純利益 7,157 7,393

法人税、住民税及び事業税 2,367 2,559

法人税等調整額 4 100

法人税等合計 2,372 2,659

当期純利益 4,784 4,733

非支配株主に帰属する当期純利益 4 2

親会社株主に帰属する当期純利益 4,780 4,730
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連結包括利益計算書

(単位：百万円)
前連結会計年度

(自 平成28年４月１日
　至 平成29年３月31日)

当連結会計年度
(自 平成29年４月１日
　至 平成30年３月31日)

当期純利益 4,784 4,733

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 572 962

繰延ヘッジ損益 278 △159

為替換算調整勘定 △663 192

退職給付に係る調整額 11 11

持分法適用会社に対する持分相当額 △151 91

その他の包括利益合計 47 1,099

包括利益 4,832 5,833

（内訳）

親会社株主に係る包括利益 4,828 5,829

非支配株主に係る包括利益 3 4
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（３）連結株主資本等変動計算書

前連結会計年度(自 平成28年４月１日 至 平成29年３月31日)

(単位：百万円)

株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 6,800 1,700 34,211 △785 41,926

当期変動額

剰余金の配当 △1,323 △1,323

親会社株主に帰属す

る当期純利益
4,780 4,780

自己株式の取得 △1 △1

自己株式の処分 －

その他 △45 △45

株主資本以外の項目

の 当 期 変 動 額 （ 純

額）

当期変動額合計 － － 3,410 △1 3,409

当期末残高 6,800 1,700 37,622 △786 45,335

その他の包括利益累計額

非支配

株主持分
純資産合計その他

有価証券

評価差額金

繰延ヘッジ

損益

為替換算

調整勘定

退職給付

に係る調整

累計額

その他の

包括利益

累計額合計

当期首残高 106 △56 889 △54 885 71 42,882

当期変動額

剰余金の配当 △1,323

親会社株主に帰属す

る当期純利益
4,780

自己株式の取得 △1

自己株式の処分 －

その他 △45

株主資本以外の項目

の 当 期 変 動 額 （ 純

額）

572 278 △814 11 48 2 50

当期変動額合計 572 278 △814 11 48 2 3,460

当期末残高 679 222 74 △43 933 73 46,343
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当連結会計年度(自 平成29年４月１日 至 平成30年３月31日)

(単位：百万円)

株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 6,800 1,700 37,622 △786 45,335

当期変動額

剰余金の配当 △1,104 △1,104

親会社株主に帰属す

る当期純利益
4,730 4,730

自己株式の取得 △0 △0

自己株式の処分 47 42 90

その他 △7 △7

株主資本以外の項目

の 当 期 変 動 額 （ 純

額）

当期変動額合計 － 47 3,619 42 3,708

当期末残高 6,800 1,747 41,241 △744 49,044

その他の包括利益累計額

非支配

株主持分
純資産合計その他

有価証券

評価差額金

繰延ヘッジ

損益

為替換算

調整勘定

退職給付

に係る調整

累計額

その他の

包括利益

累計額合計

当期首残高 679 222 74 △43 933 73 46,343

当期変動額

剰余金の配当 △1,104

親会社株主に帰属す

る当期純利益
4,730

自己株式の取得 △0

自己株式の処分 90

その他 △7

株主資本以外の項目

の 当 期 変 動 額 （ 純

額）

962 △159 282 11 1,098 3 1,101

当期変動額合計 962 △159 282 11 1,098 3 4,810

当期末残高 1,642 63 357 △31 2,031 77 51,153
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（４）連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：百万円)
前連結会計年度

(自 平成28年４月１日
　至 平成29年３月31日)

当連結会計年度
(自 平成29年４月１日
　至 平成30年３月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前当期純利益 7,157 7,393

減価償却費 334 330

のれん償却額 1,019 1,030

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） △28 24

貸倒引当金の増減額（△は減少） △457 △272

関係会社整理損失引当金の増減額（△は減少） △54 △43

受取利息及び受取配当金 △198 △235

支払利息 55 93

為替差損益（△は益） 3 △2

持分法による投資損益（△は益） △170 △254

固定資産売却損益（△は益） △182 △5

ゴルフ会員権評価損 12 7

投資有価証券売却損益（△は益） △60 △5

投資有価証券評価損益（△は益） － 193

関係会社株式売却損益（△は益） － 0

関係会社清算損益（△は益） － △82

売上債権の増減額（△は増加） △1,414 △5,787

たな卸資産の増減額（△は増加） △356 △1,295

仕入債務の増減額（△は減少） △1,558 7,317

未収消費税等の増減額（△は増加） △308 △183

その他の資産の増減額（△は増加） 661 △206

その他の負債の増減額（△は減少） △800 759

その他 126 △36

小計 3,778 8,739

利息及び配当金の受取額 293 312

利息の支払額 △57 △93

法人税等の支払額又は還付額（△は支払） △3,389 △2,305

営業活動によるキャッシュ・フロー 625 6,653
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(単位：百万円)
前連結会計年度

(自 平成28年４月１日
　至 平成29年３月31日)

当連結会計年度
(自 平成29年４月１日
　至 平成30年３月31日)

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △161 △350

有形固定資産の売却による収入 492 90

無形固定資産の取得による支出 △94 △101

投資有価証券の取得による支出 △407 △52

投資有価証券の売却による収入 155 26

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得によ
る収入

－ 995

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の売却によ
る収入

－ 23

出資金の売却による収入 83 1

関係会社出資金の払込による支出 － △126

貸付けによる支出 △175 △2

貸付金の回収による収入 54 62

その他 110 255

投資活動によるキャッシュ・フロー 58 821

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 901 △570

長期借入金の返済による支出 △915 △621

社債の償還による支出 △10 △43

自己株式の取得による支出 △1 △0

配当金の支払額 △1,322 △1,103

その他 △16 △13

財務活動によるキャッシュ・フロー △1,363 △2,352

現金及び現金同等物に係る換算差額 △323 106

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △1,003 5,228

現金及び現金同等物の期首残高 10,496 9,493

新規連結子会社の現金及び現金同等物の期首残高 － 54

現金及び現金同等物の期末残高 9,493 14,776
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（５）連結財務諸表に関する注記事項

(継続企業の前提に関する注記)

該当事項はありません。

(会計方針の変更)

該当事項はありません。

(セグメント情報等)

【セグメント情報】

１．報告セグメントの概要

(1) 報告セグメントの決定方法

当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会が経営資

源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであります。

　当社は事業の種類別に部門を配置し、各部門は事業の種類別に国内及び海外の包括的な戦略を立案し、事業

展開しております。

(2) 各報告セグメントに属する製品及びサービスの種類

　当社は部門を基礎とした事業の種類別セグメントから構成されており、「繊維事業」、「化学品事業」及び

「機械事業」の３つを報告セグメントとしております。

　「繊維事業」は主に化・合繊、その他の天然繊維等の綿及び原糸並びに化・合繊、絹その他の天然繊維等の

織物、編物及び製品並びに産業資材、「化学品事業」は主に有機化学品、無機化学品、精密化学品、医薬原料、

食品・飼料添加剤及び天鉱産品及び潤滑油・燃料油添加物、「機械事業」は主に車輌、機械及び関連資材を取

り扱っております。

(3) 報告セグメントの変更等に関する事項

(セグメント区分の変更)

当連結会計年度より、「機械事業」に含まれる輸送機器事業を分社化したことを契機に組織変更を行い、従前

「機械事業」に含まれていた環境商材関連事業を「化学品事業」へ移管しております。

２．報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額の算定方法

報告されている事業セグメントの会計処理の方法は、「連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項」に

おける記載と概ね同一であります。

セグメント間の内部売上高及び振替高は市場実勢価格に基づいております。

　

(報告セグメントごとの利益又は損失に関する事項)

平成29年４月25日に公表した中期経営計画「Chori Innovation Plan 2019」で掲げる経営指標を連結経常利益

及びＲＯＡ（経常利益ベース）に定めました。これに伴い、従前セグメント利益については、税金等調整前当期

純利益を基礎に記載し、連結損益計算書の税金等調整前当期純利益との調整を行っておりましたが、当連結会計

年度より経常利益を基礎に記載し、連結損益計算書の経常利益と調整を行うことに変更しております。

(セグメント利益の測定方法の変更)

従前、全社損益を各報告セグメントへ配分していましたが、当連結会計年度より各セグメントの業績を適時、

的確に把握、管理することを目的に、全社損益は配分せず、報告セグメントに帰属しない全社損益として「調整

額」とすることに変更しております。

　

なお、前連結会計年度に係る「報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額

に関する情報」は、変更後の方法により記載しております。
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３．報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額に関する情報

前連結会計年度(自 平成28年４月１日 至 平成29年３月31日)

(単位：百万円)

報告セグメント
その他
(注)１

合計
調整額

(注)２,４

連結
財務諸表
計上額
(注)３

繊維事業 化学品事業 機械事業 計

　売上高

外部顧客への売上高 110,992 122,139 37,696 270,828 80 270,908 － 270,908

セグメント間の内部
売上高又は振替高

－ － － － 414 414 △414 －

計 110,992 122,139 37,696 270,828 495 271,323 △414 270,908

　セグメント利益 3,429 2,522 73 6,025 21 6,047 920 6,967

　セグメント資産 51,116 45,671 444 97,232 70 97,303 679 97,983

　その他の項目

　減価償却費 155 114 35 305 1 306 － 306

　のれんの償却額 － 1,019 － 1,019 － 1,019 － 1,019

　持分法投資利益 1 168 － 170 － 170 － 170

　持分法適用会社への
　投資額

257 2,388 － 2,645 － 2,645 － 2,645

　有形固定資産及び無形
　固定資産の増加額

153 77 25 255 － 255 － 255

(注) １．「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、事務処理受託等の各種役務提供を
含んでおります。

２．セグメント利益の調整額920百万円は各報告セグメントに配分していない全社損益であります。全社損益は、
報告セグメントに帰属しない財務関連の損益等であります。

３．報告セグメント、その他の事業セグメントのセグメント利益及び調整額の合計は、連結損益計算書の経常利
益と一致しております。

４．セグメント資産のうち、調整額の項目に含めた全社資産679百万円は、提出会社の繰延税金資産でありま
す。
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当連結会計年度(自 平成29年４月１日 至 平成30年３月31日)

(単位：百万円)

報告セグメント
その他
(注)１

合計
調整額

(注)２,４

連結
財務諸表
計上額
(注)３

繊維事業 化学品事業 機械事業 計

　売上高

外部顧客への売上高 113,349 142,269 56,009 311,628 77 311,705 － 311,705

セグメント間の内部
売上高又は振替高

－ － － － 428 428 △428 －

計 113,349 142,269 56,009 311,628 505 312,133 △428 311,705

　セグメント利益 3,480 3,132 169 6,781 34 6,816 682 7,499

　セグメント資産 52,095 62,540 3,816 118,452 149 118,601 516 119,118

　その他の項目

　減価償却費 175 123 1 300 0 300 － 300

　のれんの償却額 11 1,019 － 1,030 － 1,030 － 1,030

　持分法投資利益
　又は損失（△）

△5 260 － 254 － 254 － 254

　持分法適用会社への
　投資額

255 2,766 － 3,021 － 3,021 － 3,021

　有形固定資産及び無形
　固定資産の増加額

238 207 6 452 0 452 － 452

(注) １．「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、事務処理受託等の各種役務提供を

含んでおります。

２．セグメント利益の調整額682百万円は各報告セグメントに配分していない全社損益であります。全社損益は、
報告セグメントに帰属しない財務関連の損益等であります。

３．報告セグメント、その他の事業セグメントのセグメント利益及び調整額の合計は、連結損益計算書の経常利
益と一致しております。

４．セグメント資産のうち、調整額の項目に含めた全社資産516百万円は、提出会社の繰延税金資産でありま

す。
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【関連情報】

前連結会計年度(自 平成28年４月１日 至 平成29年３月31日)

１．製品及びサービスごとの情報

　 セグメント情報に同様の情報を開示しているため、記載を省略しております。

　

２．地域ごとの情報

(1) 売上高

(単位：百万円)

日本 中国 チリ その他 合計

150,944 35,401 24,654 59,908 270,908

(注) 売上高は顧客の所在地を基礎とし、国ごとに分類しております。

　

(2) 有形固定資産

(単位：百万円)

日本 中国 その他 合計

2,204 82 70 2,358

　

　

当連結会計年度(自 平成29年４月１日 至 平成30年３月31日)

１．製品及びサービスごとの情報

　 セグメント情報に同様の情報を開示しているため、記載を省略しております。

　

２．地域ごとの情報

(1) 売上高

(単位：百万円)

日本 中国 チリ その他 合計

157,344 41,581 39,188 73,590 311,705

(注) 売上高は顧客の所在地を基礎とし、国ごとに分類しております。

　

(2) 有形固定資産

(単位：百万円)

日本 中国 その他 合計

2,587 154 75 2,817
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【報告セグメントごとの固定資産の減損損失に関する情報】

前連結会計年度(自 平成28年４月１日 至 平成29年３月31日)

該当事項はありません。

　

当連結会計年度(自 平成29年４月１日 至 平成30年３月31日)

該当事項はありません。

　

【報告セグメントごとののれんの償却額及び未償却残高に関する情報】

前連結会計年度(自 平成28年４月１日 至 平成29年３月31日)

（単位：百万円）

報告セグメント

その他 全社・消去 合計
繊維事業 化学品事業 機械事業 計

　当期償却額 － 1,019 － 1,019 － － 1,019

　当期末残高 － 2,797 － 2,797 － － 2,797

当連結会計年度(自 平成29年４月１日 至 平成30年３月31日)

（単位：百万円）

報告セグメント

その他 全社・消去 合計
繊維事業 化学品事業 機械事業 計

　当期償却額 11 1,019 － 1,030 － － 1,030

　当期末残高 104 3,093 － 3,198 － － 3,198

【報告セグメントごとの負ののれん発生益に関する情報】

前連結会計年度(自 平成28年４月１日 至 平成29年３月31日)

　該当事項はありません。

　

当連結会計年度(自 平成29年４月１日 至 平成30年３月31日)

　該当事項はありません。
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(１株当たり情報)
　

前連結会計年度
(自 平成28年４月１日
至 平成29年３月31日)

当連結会計年度
(自 平成29年４月１日
至 平成30年３月31日)

１株当たり純資産額 1,887.37円 2,079.84円

１株当たり当期純利益金額 195.00円 192.74円

(注) １．潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載をしておりません。

２．１株当たり当期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

項目
前連結会計年度

(自 平成28年４月１日
至 平成29年３月31日)

当連結会計年度
(自 平成29年４月１日
至 平成30年３月31日)

１株当たり当期純利益金額

　連結損益計算書上の親会社株主に帰属する
当期純利益(百万円)

4,780 4,730

　普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

　普通株式に係る親会社株主に帰属する当期純利益(百万円) 4,780 4,730

　普通株式の期中平均株式数(千株) 24,515 24,544

３．１株当たり純資産額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

項目
前連結会計年度末

（平成29年３月31日）
当連結会計年度末

（平成30年３月31日）

連結貸借対照表の純資産の部の合計額(百万円) 46,343 51,153

普通株式に係る純資産額(百万円) 46,269 51,076

差額の主な内訳(百万円)
　 非支配株主持分 73 77

普通株式の発行済株式数(千株) 25,303 25,303

普通株式の自己株式数(千株) 788 745

１株当たり純資産額の算定に用いられた
普通株式の数(千株)

24,515 24,557

(重要な後発事象)

　該当事項はありません。
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